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市の動き市の動き市の動き

調印後、協定書を手に握手をする髙橋市長と小
原支部長

県市町村 宮古市 山田町 大槌町 釜石市 大船渡市 陸前高田市 宮城県 福島県 合計

世帯 １(0) 11(0) 22(0) 11(0) ７(0) ８(0) ７(-1) ３(-4)   70(-5)

人数 ２(0) 21(-1) 35(-1) 23(0) 12(0) 10(0) 10(-1) ８(-8) 121(-11)

※( )は前月比。市で把握している人数です。市内に避難している人で、まだ北上市
に連絡していない人はご連絡ください。

市内の避難者状況   　　　     　  　   　　　　　　　   (３月31日現在)

災
害
対
策
本
部
の
態
勢
を
確
認

北
上
市
災
害
対
策
本
部
運
営
訓
練

岩
手
県
産
業
廃
棄
物
協
会
中
部
支
部
と

災
害
廃
棄
物
協
定
を
締
結

　
市
は
、
一
般
社
団
法
人
岩
手
県

産
業
廃
棄
物
協
会
中
部
支
部(

小

原
研
支
部
長)

と｢

災
害
廃
棄
物
協

定｣

を
14
日
、
締
結
し
ま
し
た
。

　
同
支
部
に
加
盟
し
て
い
る
の

は
、
北
上
、
花
巻
、
遠
野
、
西
和

賀
の
４
市
町
内
の
31
社
。
こ
の
協

定
を
締
結
す
る
こ
と
で
、
同
支
部

が
協
会
員
各
社
の
車
両
・
機
械
の

保
有
状
況
や
処
理
品
目
な
ど
の
情

報
を
集
約
し
、
災
害
が
発
生
し
た

際
、
市
に
対
し
て
、
対
応
が
可
能

な
協
会
員
の
情
報
を
素
早
く
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
加
え

て
、
普
段
か
ら
支
部
が
市
に
対
し

て
情
報
提
供
を
行
い
、
協
力
体
制

を
構
築
し
ま
す
。

　
災
害
時
の
ご
み
は
通
常
、
産
業

廃
棄
物
と
し
て
扱
わ
れ
る
が
れ
き

な
ど
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
産
業

廃
棄
物
処
理
業
者
が
持
つ
知
見
や

能
力
、
設
備
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

迅
速
か
つ
適
正
な
廃
棄
物
処
理
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
北
上
市
災
害
対
策
本
部
運
営
訓

練
は
21
日
、
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
人
事
異
動
後
に
災
害
が
発

生
し
た
場
合
で
も
、
即
座
に
災
害

対
策
本
部
の
運
営
を
行
え
る
よ
う

に
、
各
部
署
の
役
割
を
確
認
す
る

こ
と
が
目
的
。
北
上
地
区
消
防
組

合
職
員
を
評
価
者
と
し
、
髙
橋
市

長
を
は
じ
め
各
部
長
や
課
長
な
ど

約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
台
風
の
接
近
に
よ

る
大
雨
の
影
響
で
立
花
地
区
に
土

砂
災
害
の
危
険
性
が
あ
る
と
い
う

想
定
の
も
と
、
災
害
対
策
本
部
会

議
を
開
催
。
避
難
所
対
策
や
医
療

救
護
な
ど
の
各
部
署
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
受
信
し
て
か
ら
事

案
対
応
後
の
情
報
伝
達
や
記
録
す

る
ま
で
の
流
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。

訓
練
後
は
、
髙
橋
市
長
か
ら｢

訓

練
で
気
づ
い
た
点
を
、
参
加
し
て

い
な
い
メ
ン
バ
ー
と
も
共
有
す
る

よ
う
に｣

と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
訓
練
を
基
に
課
題
を
確
認

し
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

　｢

い
わ
て
国
体
北
上
市
民
の
取

組
み｣

成
果
報
告
フ
ォ
ー
ラ
ム(

希

望
郷
い
わ
て
国
体
・
希
望
郷
い
わ

て
大
会
北
上
市
実
行
委
員
会
主

催)

は
３
月
25
日
、
日
本
現
代
詩

歌
文
学
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
昨
年
の
希

望
郷
い
わ
て
国
体
と
希
望
郷
い
わ

て
大
会
開
催
ま
で
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
事
例
発
表
と
座
談
会
を

実
施
。
市
民
な
ど
約
２
０
０
人
が

来
場
し
ま
し
た
。
事
例
発
表
で
は
、

北
上
市
立
南
中
学
校
の
木
村
利
光

校
長
が
北
上
陸
上
競
技
場
の
い
す

清
掃
や
花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
同
校
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
た
ほ
か
、｢

お
も
て
な

｢

い
わ
て
国
体
北
上
市
民
の
取
組
み｣

　
　
　
　
　
　
　
　
成
果
報
告
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
の
ま
ち
相
去｣

連
絡
会
の
宮
本

育
生
副
会
長
が
北
上
総
合
運
動
公

園
周
辺
の
地
区
一
斉
清
掃
活
動
や

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
花
壇
の
整
備
な

ど
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
、
同
国
体
・
大
会
北
上

市
実
行
委
員
会
が
、
市
民
総
参
加

で
行
っ
た
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

　
座
談
会
は
、
同
国
体
・
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局
の
及
川
健
二

次
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

務
め｢

国
体
の
レ
ガ
シ
ー(

遺
産)

の
継
承
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る｣

を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
し
た
。
パ

ネ
リ
ス
ト
は
、
木
村
校
長
と
宮
本

副
会
長
、
き
た
か
み
市
各
種
女
性

団
体
協
議
会
の
髙
橋
マ
サ
子
会
長
、

同
国
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
会
青

年
男
子
岩
手
チ
ー
ム
代
表
の
南

郷
周
英
選
手
、(

公
財)

北
上
市
体

育
協
会
の
佐
々
木
茂
雄
専
務
理
事
、

市
ま
ち
づ
く
り
部
ス
ポ
ー
ツ
推
進

課
の
高
橋
剛
課
長
。
同
国
体
・
大

会
の
取
り
組
み
な
ど
を
振
り
返

り
、
財
産(

レ
ガ
シ
ー)

の
継
承
や

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
な

ど
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

座談会で意見を述べるパネリストの皆さん

※広域避難者の住宅再建が進んできていることや、みなし仮設入居者や転入被災者
などの変動も小さくなっていることから、本年度より４半期ごとの掲載とします。
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行
っ
た
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
内
部
監
査
の
結
果
、
慣
例

で
続
け
て
い
る
業
務
に
は
多
く
の

無
駄
が
あ
り
そ
う
で
、
そ
れ
ら
の

検
証
で
業
務
時
間
を
短
縮
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
職
員
に
は
作
り

出
し
た
時
間
を
子
育
て
や
地
域
活

動
、
市
民
活
動
な
ど
に
振
り
向
け
、

豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
創
造

し
て
も
ら
い
た
い
。

　
こ
の｢

ス
マ
ー
ト｣

に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
は｢

ス
リ
ム
／slim

｣

に
近

い
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
か
も
知
れ

な
い
が
そ
う
で
は
な
い
。
本
来｢

賢

い｣

と
言
う
意
味
で
、
既
に｢

あ
じ

さ
い
型
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

構
想
モ
デ
ル
事
業｣

に
使
用
し
て

い
る
。
こ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地

域
で
賢
く
作
り
、
賢
く
使
う
仕
組

み
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
都
市
政

策
で
も｢

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ｣

と
い

う
名
称
で
都
市
の
成
長
を
賢
く
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
政
策
な
ど
に
使

わ
れ
て
お
り
、
当
市
の
あ
じ
さ
い

都
市
も
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
一
種

と
言
え
る
。

　｢

あ
な
た
、
と
っ
て
も
ス
マ
ー

ト
で
す
ね
！｣

と
言
わ
れ
、
も
し

あ
な
た
が
ポ
ッ
チ
ャ
リ
体
型
だ
っ

た
と
し
て
も
、
こ
れ
は
決
し
て
嫌

味
で
は
な
い
の
で
悪
し
か
ら
ず
。

　
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
、
仕
事

始
め
の
辞
令
交
付
式
に
お
い
て

｢

ス
マ
ー
ト
ワ
ー
ク
宣
言｣

を
行
っ

た
。｢

ス
マ
ー
ト
／sm

a
rt｣

と
は

｢

賢
い｣

と
い
う
意
味
の
英
語
で
あ

り
、
賢
く
働
く
、
い
わ
ゆ
る
働
き

方
改
革
に
全
庁
で
取
り
組
も
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
私
を
含
め
、

部
課
長
級
以
上
全
員
が
宣
言
書
に

署
名
し
た
。
月
曜
日
の
午
後
８
時

に
消
灯
す
る｢

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
運

動｣

、
第
２
月
曜
日
の｢

ノ
ー
残
業

デ
ー｣

の
ほ
か
、
お
客
さ
ま
に
爽

や
か
に
接
す
る
た
め
の
あ
い
さ
つ

運
動
な
ど
、
す
ぐ
に
取
り
組
め
る

こ
と
か
ら
手
掛
け
て
い
る
。
加
え

て｢

イ
ク
ボ
ス｣

と
し
て
男
女
を
問

わ
ず
育
児
休
業
や
有
給
休
暇
の
取

得
を
推
奨
す
る
。

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
ず

に
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
業

務
の
生
産
性
向
上
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
実
は
、
昨
年
度
に

｢

ス
マ
ー
ト｣

で
す
か
？

百歳
これからもお元気で
　市は、３月に満百歳を迎えた堀井

良
りょうぞう

藏さん(和賀町横川目)に祝い状と

記念品を贈り長寿を祝いました。

　良藏さんは大正６年３月14日生ま
れ。25歳で愛子さんと結婚し、子３
人、孫７人、ひ孫６人に恵まれていま

す。車掌として旧国鉄に採用され、長

年勤務し家庭を支えてきました。納税

組合の組合長も務めていた良藏さん。

花巻税務署から表彰も受けました。趣

味は旅行と盆栽。数年前までは、サツ

キの盆栽をしていたそうです。現在

は、週３回のデイサービスを利用して

おり、ぬり絵を楽しんでいます。

家族などから祝福を受ける良藏さん(中央)

ス
ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
北
上
設
立
総
会
開
催

　
ス
ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
北
上
設
立
総

会
は
３
月
29
日
、
市
内
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　｢

ス
ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
北
上｣

と
は
、

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
人
口
の
増

加
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

官
民
共
同
の
組
織
。
構
成
団
体
は
、

ス
ポ
ー
ツ
関
係
、
経
済
、
観
光
関

係
、
報
道
機
関
、
関
係
行
政
機
関

な
ど
13
団
体
で
す
。
総
会
で
は
、

設
立
ま
で
の
経
過
報
告
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
の
議
事
で
は
、
規
約
、
役

員
の
選
任
、
事
業
計
画
と
予
算
に

つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
市
内
や
周
辺
地
域
に
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
観
光
資
源
と

し
て
活
用
。
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
・
大
会
・
合
宿
の
誘
致

や
企
画
・
運
営
を
通
し
て
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

｢
ス
ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
北
上｣

　
　
　
　
　
　
　
　
構
成
団
体

○(

公
財)
北
上
市
体
育
協
会
○
特

定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ォ
ル
ダ
○

北
上
市
陸
上
競
技
協
会
○
北
上
市

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
○

北
上
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
○
夏

油
高
原
活
性
化
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

これからの活動に向けて意欲を見せる会員の皆さん

○(

株)

北
日
本
リ
ゾ
ー
ト
○
北
上

商
工
会
議
所
○
Ｊ
Ｒ
東
日
本
北
上

駅
○(

一
社)

北
上
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
○
北
上
市
ホ
テ
ル
旅

館
組
合
○
北
上
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

(

株)

○
北
上
市


